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平
成
19
年
度 

第
４
回 

定
例
班
長
会
議 

議
事
録  

    
 
 

７
月
７
日
（土
）午
後
7
時 

(

出
席
者
26
名) 

 

一
、
盆
踊
り
大
会
に
つ
い
て 

＊
盆
踊
り
大
会
の
進
行
予
定
、
及
び
当
日
の
担
当
役
割 

・
「
盆
踊
り
当
日
の
進
行
予
定
と
役
割
分
担
表
」を
作
成

し
互
い
に
確
認
し
ま
し
た
。 

・準
備
及
び
片
付
け
日
・・・そ
の
日
は
次
年
度
の
班
長
さ

ん
に
も
ご
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
。
（集
合
時
刻
８
時
） 

・櫓
の
設
営
・・・７
月
22
日
、
雨
天
決
行
。 

・
盆
踊
り
当
日
の
集
合
時
間
は
13
時
、
準
備
完
了
後
一

旦
解
散
し
17
時
30
分
に
集
合
す
る
。 

・町
会
長
の
挨
拶
は
開
始
前(

19
時)

に
行
う
。 

・放
送
、
音
楽
の
担
当
者
は
、
７
／
14
・
20
の
踊
り
の
練

習
に
参
加
願
い
た
い
。 

・
招
待
状
は
各
班
の
班
長
か
ら
必
ず
手
渡
し
で
お
願
い

す
る
。
（ポ
ス
ト
投
函
は
だ
め
） 

 

二
、
会
計
報
告 

①
日
赤
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
に
つ
い
て 

・
日
赤
・
社
協
と
も
26
万
円･･･

計
52
万
円
を
６
月
18

日
、
志
津
出
帳
所
に
届
け
ま
し
た
。
（尚
、
こ
の
寄
付
は

町
会
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
） 

②
上
志
津
消
防
団
へ
の
後
援
費･･･

24
万
２
千
800
円
を

前
期
分
と
し
て
納
付
し
ま
し
た
。
（尚
、
こ
の
後
援
費
は

当
町
会
が
自
衛
消
防
団
を
組
織
し
て
い
な
い
た
め
、
同

消
防
団
に
対
し
応
分
の
負
担
を
し
て
い
る
も
の
で
す
）                  

三
、
そ
の
他 

【
町
会
長
よ
り
】 

・
「
愛
の
１
円
募
金
」
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
明
日

（７
／
８
）佐
倉
市
役
所 

志
津
出
張
所
に
届
け
ま
す
。 

・
民
生
委
員
に
つ
い
て
、
前
任
者
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
現

在
欠
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
栄
台
の
糸
井
さ
ん
に
了
承

を
い
た
だ
き
推
薦
い
た
し
ま
し
た
。  

 

【
会
計
係
よ
り
】 

・町
会
費
を
会
計
に
納
付
す
る
際
に
は
、
「町
会
費
明
細
表
」を

添
え
て
頂
き
た
い
。
（集
金
が
な
く
て
も
提
出
必
要
） 

 

【
環
境
係
よ
り
】 

・幹
線
道
路
の
除
草
作
業
、
皆
さ
ん
の
お
陰
で
き
れ
い
に
な
り

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
日
後
に
市
役
所
が
収
集
に
来
て

く
れ
ま
し
た
。
た
だ
土
嚢
に
泥
水
が
沢
山
入
っ
て
い
る
も
の

が
あ
り
、
環
境
係
で
２
日
間
水
切
り
を
し
ま
し
た
。 

次
回
（９
／
２
）は
水
を
切
っ
て
か
ら
土
嚢
に
入
れ
る
よ
う 

ご
指
導
願
い
た
い
。 

も
し
次
回
も
同
様
で

あ
れ
ば
町
会
で
収
集

し
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
是
非
ご

協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

・幹
線
道
路
除
草
の
各
班

の
分
担
表
は
次
年
度

の
班
長
さ
ん
に
必
ず

引
き
継
い
で
下
さ
い
。 

 

【
そ
の
他
】 

 

・
訃
報
の
用
紙
が
２
種
類

あ
る
が
、
班
名
の
入
っ

て
い
る
用
紙
に
統
一

し
て
ほ
し
い
。 

（次
回
の
班
長
会
議
に 

文
書
係
り
が
持
参
す
る
）          

  

平
成
19
年
度 

第
５
回 

定
例
班
長
会
議 

議
事
録  

８
月
４
日
（
土
）
午
後
7
時 (

出
席
者
25
名 

欠
席
１
名) 

一
、
町
会
長
よ
り
報
告 

「
愛
の
１
円
募
金
」
は
志
津
出
張
所
に
届
け
ま
し
た
。
募
金

総
額
は
同
出
張
所
で
集
計
後
、
後
日
連
絡
が
き
ま
す
の
で
、

9
月
の
班
長
会
議
で
報
告
し
ま
す
。 

 

二
、
盆
踊
り
大
会
の
総
評
（
盆
踊
り
実
行
委
員
よ
り
報
告
） 

次
年
度
に
向
け
た
反
省
と
し
て 

①
1
日
目
、
2
日
目
の
商
品
の
配
分
が
難
し
か
っ
た
。 

②
上
中
の
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
で
櫓
上
に
30
人
は
無
理
、

来
年
は
20
人
程
度
に
絞
っ
て
お
願
い
し
た
ほ
う
が
良
い
。 

③
櫓
太
鼓
の
代
表
中
原
さ
ん
よ
り
「太
鼓
の
叩
き
手
を
一
般

か
ら
も
募
集
し
た
い
」と
言
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

◆
班
長
会
に
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
尚
、
櫓
太
鼓

は
町
会
の
為
の
活
動
で
す
か
ら
、
本
来
な
ら
町
会
が
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
…
広
報
） 

④
パ
ト
カ
ー
に
よ
る
巡
回
が
２
回
あ
り
、
警
備
が
大
変
良
く

実
施
さ
れ
て
い
る
と
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

⑤
そ
の
他
詳
細
は
、
文
書
に
て
次
年
度
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。 

 

三
、
転
入
者
説
明
会
に
つ
い
て
（説
明
会
記
事
４
ペ
ー
ジ
） 

（原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
よ
り
案
内
状
の
配
布
依
頼
） 

▼
委
員
会
の
松
田
氏
が
来
場
、
以
下
の
お
願
い
が
あ
っ
た
。 

①
八
紘
苑
近
く
の
新
団
地
（ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
上
志
津

原
）入
居
者
を
対
象
に
、
光
ヶ
丘
・栗
林
２
班
と
同
様
の
説

明
会
を
開
催
す
る
事
に
し
、
案
内
状
も
配
布
し
ま
し
た
。 

②
た
だ
、
団
地
以
外
に
も
最
近
続
々
と
転
入
し
て
こ
ら
れ

て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
ま
だ
こ
の
町
の
事
が
分
か
ら
ず
、
不

安
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
人
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

③
そ
う
し
た
人
達
に
も
こ
の
説
明
会
に
来
て
頂
き
た
く
、

案
内
状
を
出
す
事
に
し
ま
し
た
。 

④
ご
自
分
の
班
の
中
に
転
入
者
が
居
ら
れ
た
ら
、
班
長
の
皆

さ
ん
か
ら
こ
の
案
内
状
を
お
届
け
願
い
た
い
の
で
す
が
。 

◆
こ
の
件
、
引
き
受
け
る
事
に
し
、
即
実
施
し
ま
し
た
。 

 

四
、
原
ト
ピ
ア
10
周
年
記
念
行
事
（町
会
長
よ
り
） 

『
は
ら
ト
ピ
ア 

フ
ェ
ス
タ 

２
０
０
７
』
に
つ
い
て 

・
原
ト
ピ
ア
運
営
委
員
会
よ
り
、
記
念
行
事
の
催
し
物
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
頂
き
た
い
旨
の
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。 

・開
催
日
は
11
月
23
〜
25
日
の
３
日
間
の
模
様 

 

（こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
詳
細
を
10
月
号
に
掲
載
し
ま
す
） 

 

五
、
町
会
長
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
（町
会
長
よ
り
） 

・
現
在
、
町
づ
く
り
委
員
会
で
今
後
の
町
会
長
の
選
出
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。 

 

六
、
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
（八
嶋
副
会
長
よ
り
） 

▲
八
嶋
副
町
会
長
が
講
習
を
受
け
、
佐
倉
警
察
署
か
ら

防
犯
指
導
員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
年
度
替

り
の
３
／
31
ま
で
に
な
り
ま
す
。 

（尚
、
班
長
は
全
員
防
犯
委
員
に
な
っ
て
い
ま
す
） 

▲
佐
倉
警
察
署
生
活
安
全
課
か
ら
「佐
倉
市
防
犯
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」へ
の
加
入
を
勧
誘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
加
入
す
る
と
警
察
か
ら
情
報
提
供
を
頂
け
ま
す
。
（
費

用
は
掛
か
ら
な
い
）
頂
い
た
情
報
は
、
班
長
会
議
で
周

知
、
ま
た
は
必
要
に
応
じ
回
覧
す
る
。 

◎
全
会
一
致
で
加
入
す
る
こ
と
に
決
定
。 

八
嶋
副
会
長

か
ら
警
察
に
加
入
申
し
込
み
を
す
る
事
に
し
ま
し
た
。 

▲
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
班
編
成
の
是

非
等
、
今
後
検
討
を
要
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

七
、
幹
線
道
路
除
草
作
業
に
つ
い
て 

▼
日
程
＝
９
月
２
日
（日
）８
時
30
分
よ
り 

 

・雨
天
の
場
合
に
は
再
申
し
込
み
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
１
週
間
後
を
申
し
込
む
予
定
で
す
の
で
、
予
備

日
は
９
月
９
日
（日
）に
な
る
筈
で
す
。 

・
白
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
は
土
を
入
れ
な
い
。
泥
水
は
厳
禁
。

（草
の
み
） 

・
土
嚢
に
は
必
ず
水
を
切
っ
て
か
ら
入
れ
る
。
班
長
は
指

導
し
徹
底
し
て
ほ
し
い
。 

・
車
両
２
台
（
田
生
氏
、
井
上
氏
）の
提
供
を
再
度
お
願
い

し
た
い
。 

・
そ
の
他
前
回
の
経
験
を
活
か
し
円
滑
に
実
施
し
た
い
の

で
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

八
、
そ
の
他 

・
【
町
会
長
よ
り
】
班
長
会
議
の
議
題
に
し
て
も
ら
い
た
い

事
項
が
あ
れ
ば
、
町
会
長
に
早
め
に
連
絡
下
さ
い
。 

・【文
書
係
よ
り
】前
回
の
班
長
会
議
で
訃
報
の
回
覧
用
紙

を
統
一
し
て
ほ
し
い
旨
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
、
新
し
い

用
紙
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
用
紙
に
統
一

し
ま
す
。 

・
【
広
報
係
よ
り
】
転
出･

転
入
に
つ
い
て
早
め
に
・
漏
れ
な

く
、
町
会
長
に
連
絡
願
い
た
い
。
広
報
に
は
町
会
長
か

ら
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 

…
以
上 
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第５回定例班長会議の様子 
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7/14 と 7/20の２回行われた「踊りの練習」          

７
月
27
〜
28
日
（
19
時
〜
21
時
）
、
上
志
津
原
児

童
公
園
で
上
志
津
原
町
会
恒
例
の
「
盆
踊
り
大
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
両
日
共
天
候
に
恵
ま
れ
延
べ
入
場
者

数
は
凡
そ
２
千
人
。
初
日
は
常
時
約
500
人
、
２
日
目
は

中
志
津
・
西
志
津
の
夏
祭
り
と
重
な
っ
て
若
干
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、 

そ
れ
で
も
常
時

約
300
人
以
上
が

会
場
を
埋
め
大

盛
況
で
し
た
。  

盆
踊
り
大
会

の
様
子
は
勿
論
、

そ
れ
ま
で
の
準

備
の
様
子
な
ど

も
写
真
で
お
届

け
し
ま
す
。 

７月22日（日） 

「櫓建て」 
盆
踊
り
準
備
の
中

で
、
最
も
大
変
な
作

業
で
す
が
大
久
保
さ

ん
指
揮
の
下
、
無
事

終
了
し
ま
し
た
。 

原に轟く櫓太鼓 
♪ ド ド ドン 
   カッカッ 

∮♪～♪ 

♪～♪ 

♪ 子供もできるぅ～ 
そーれっ！ 

 

「紅雀」さん 

和太鼓の曲打ち 

 蕨佐倉市長も駆けつけました 

祝い酒 

今年もはらトピアでは展示会が催されました 

口開けは上中の 
「ﾊﾟｰﾌﾟﾙﾀﾞﾝｻｰｽﾞ」 
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 が
、
子
供
会
の
会
員
の
手
伝
い
と
子
供
会

役
員
経
験
者
の
協
力
を
得
て
無
事
に
二
日

間
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
何
よ
り
町
会
役
員
の
皆
様
に
は
、
テ

ン
ト
張
り
、
ガ
ス
、
電
気
、
保
冷
用
の
氷
の

手
配
、
「ア
ル
ミ
缶
は
子
供
会
の
資
金
に
な

る
か
ら
」と
お
声
を
か
け
て
頂
い
た
り
と
、

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
で
も
ど
の

方
も
快
く
私
達
の
話
を
聞
い
て
く
だ
さ

り
、
ご
心
配
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
子
供

会
役
員
一
同
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
子
供
会
出
店
へ
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
っ
た
皆
様
、
不
慣
れ
な
接
客
で
至
ら
な

い
面
が
多
々
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま

す
。 

子
供
会
は
、
町
会
の
皆
様
の
ご
協
力

を
元
に
運
営
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感

じ
た
二
日
間
で
し
た
。 

  

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

子
供
会 

 
秋
山 

映
子 

 

ご祝儀ありがとうございました 
今年も個人・団体・企業などから沢山のご祝儀を頂きました。お蔭様で例年に勝るとも劣らない盆踊り大会にする事ができ、班長一同大変感謝し

ております。下記にご祝儀を頂いた方々をご紹介し、改めて御礼申し上げます。（右上から、奉加帳のご記帳順にご紹介します） 

神

谷

工

務

店 

田

生
様 

庄 

子 
 

信 

男 

様 

老

人

ﾎｰﾑ

ゆ

た

か

苑

様 

南

志

津

小

学

校

PTA

様 

 
 
 
 
 
 

山

本

様 

ミ

ニ

ス

ト

ッ

プ

様 

㈲

佐

倉

管

財

様 

盆
踊
り
実
行
委
員
会
一
同
様 

平

野

産

業

㈱

様 

小

森

商

店

様 

村

田

 

進

様 

キ

ン

グ

ス

タ

ー

ズ

様 

植

田

産

業

㈱ 

植

田
様 

横

溝

 

純

義

様 

町

会

長

大

内

 

茂

様 

南

志

津

小

学

校

様 

西
志
津
さ
く
ら
自
治
会
様 

佐

倉

工

業

㈱

様 

ダ

イ

ナ

ミ

ッ
ク

ＧＣ

様 

上

志

津

原

子

供

会

様 

中

国

料

理

「
一

龍

」
様 

上
志
津
消
防

17

分
団
様 

太

田

伶

子

様 

並

木

寅

吉

様 

横

川

商

店

 

横

川

様 

南

志

津

ツ

イ

ン

ズ

様 

上

志

津

中

学

校

様 

19

年

度

役

員

有

志

様 

遠

藤

酒

店

様 

ﾅﾘｽ

化
粧
品
篠
塚(

販)

様 

日

比

野

 

隆

様 

志

津

南

ク

リ
ニ
ッ
ク

様 

㈲
東
和
自
動
車
工
業
様 

木

目

込

人

形 

久

本
様 

㈱

吉

田

電

設

様 

パ

ソ

コ
ン

倶

楽

部

様 

平

山

 

俊

明

様 

島

田

 

光

夫

様 
㈲

ア

ン

ド

ウ

建

窓

様 
中

村

鳳

紫

寛

様 

中

村

鳳

寛

樹

様 

ト
ー
シ
ョ
ウ
ー 

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ 

長

谷

川

梨

園

様 

㈱
中
央
フ
ー
ズ
金
子
様 

㈲
速
水
工
務
店
速
水
様 

松

本

 

栄

治

様 

高

橋

 

重

巳

様 

田

上

 

正

敏

様 

㈲

岩

田

材

木

店

様 

早

野

 

稔

様 

明
治
牛
乳
南
志
津(

販)

様 

田

村

電

工

様 

明

地

 

功

様 

臼

井

 

尚

夫

様 

中

志

津

自

治

会

様 

上
志
津
二
区
自
治
会
様 

佐

藤

 

恒

文

様 

我

妻

製

作

所

様 

大

内

 

眞

悟

様 

中

山

 

君

雄

様 

越

阪

部

梨

園

様 

山

下

三

好

様 

内

野

定

男

様 

大

久

保

峯

夫

様 

ス

ナ

ッ
ク

み

の

り

様 

㈲

光

富

工

業

様 

益

子

 

明

様 

宮

武

 

孝

吉

様 

田

澤

 

悟

様 

㈲

本

名

工

務

店

様 

大

久

保

光

男

様 

根

本

す

み

子

様 

藤
野
工
務
店 

藤
野
様 

石

川

梨

園

様 

柄

澤

 

ヨ

シ

様 

新

舘

 

庄

也

様 

中

原

 

造

園

様 

内

野

 

福

寿

様 

山

下

 

金

一

様 

白
映
舎
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
様 

清

水

 

峰

子

様 

志

津

南

地

区

社

協

様 

三

瓶

 

三

夫

様 

㈲

ふ

じ

い

清

掃

様 

藤

井

 

輝

男

様 

喜

久

寿

司

様 

コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
テ
ィ
ダ
様 

㈲

加

賀

工

務

店

様 

橋

本

 

進

様 

雪
謡
会 

世
話
人
加
藤
様 

上

志

津

中

学

校

PTA

様 

渡

部

鉄

興

㈱

渡

部

様 

岩

田

 

清

様 

花

島

 

和

夫

様 

岩

淵

金

四

郎

様 

宮

坂

 

昭

雄

様 

㈱

紺

野

工

務

店

様 

㈲
ｼｰ
＆
ｱｰﾙ
セ
パ
レ
ー
タ
ー

様 

㈲

向

井

工

機

様 

志

津

の

森

薬

局

様 

㈲

渡

辺

住

設

様 

㈲

ヤ

マ
ダ

イ

食

品

様 

萩

庭

 

一

彦

様 

中

山

 

亜

茂

様 

㈲
小
林
シ
ー
ル
小
林
様 

本

城

 

チ

エ

子

様 

上
志
津
一
区
自
治
会
様 

濱

道

 

直

蔵

様 

わ

か

ば

幼

稚

園

様 

初

瀬

 

武

士

様 

㈲

ｽｶｲ

＆

ｽｲｰ

宮
本
武
様 

斉

藤

石

油

㈲

様 

田

口

 

種

司

様 

山

本

 

公

治

様 

栫

 

勝

博

様 

長

竹

 

ト

ヨ

子

様 

そ

ば

や

「
あ

ま

ね

」
様 

関

田

 

勇

様 

三
井
住
友
海
上
阿
部
様 

㈲

太

田

工

務

店

様 

長

谷

川

定

子

様 

佐

倉

志

津

〒

局

長

様 

仲

村

忠

二

様 

丸

井

商

店

様 

 

「
い
ら
し
ゃ
い
ま
せ
ー
。
」
、
「
ラ
ム
ネ
は
い

か
が
で
す
か
ー
。
」と
子
供
達
も
大
き
な
声

を
張
り
上
げ
て
、
売
り
子
に
な
っ
た
り
、
お

釣
り
を
渡
し
間
違
え
な
い
様
に
、
高
学
年

が
低
学
年
の
面
倒
を
み
た
り
、
微
笑
ま
し

い
光
景
が
見
ら
れ
る
こ
の
一
時
が
私
は
好

き
で
す
。 

           

一
日
目
は
、
盆
踊
り
開
始
予
定
時
刻
よ

り
早
く
か
ら
人
が
集
ま
り
、
二
日
目
の
分

を
前
倒
し
し
て
販
売
す
る
程
の
売
れ
行
き

で
し
た
。
二
日
目
は
、
中
志
津
の
お
祭
り
と

重
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
出
足
が
遅

く
、
一
日
目
の
半
分
程
度
の
お
客
様
の
数

だ
っ
た
様
に
感
じ
ま
し
た
。
模
擬
店
の
方

も
売
り
上
げ
が
伸
び
ず
、
後
半
に
値
下
げ

を
し
て
、
何
と
か
完
売
に
な
っ
た
感
が
あ

り
ま
し
た
。 

上
志
津
原
地
区
は
、
新
し
い
住
宅
が
建
ち
、

人
口
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
新
し
い

人
た
ち
が
こ
れ
か
ら
も
増
え
て
い
く
と
思

い
ま
す
が
、
新
し
い
風
を
感
じ
な
が
ら
も
、

今
ま
で
の
町
会
町
民
の
皆
様
が
築
き
上
げ

て
こ
ら
れ
た
も
の
を
、
し
っ
か
り
と
受
け
継

ぎ
町
の
発
展
の
た
め
に
協
力
し
て
い
き
た

い
と
ツ
イ
ン
ズ
一
同
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

盆
踊
り
の
た
め
に
、
ご
尽
力
頂
い
た
町
会

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ツ
イ
ン
ズ
一
同
、
来
年
も
ま
た
頑
張
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

南
志
津
ツ
イ
ン
ズ 

武
田 

祐
子 

             

い
つ
も
皆
様
に
は
子
供
会
へ
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

今
年
は
ま
だ
梅
雨
明
け
も
し
て
い
な
く

て
天
気
が
と
て
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

二
十
七
日
、
二
十
八
日
両
日
と
も
天
候
に

恵
ま
れ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

二
十
七
日
は
、
他
の
地
域
の
夏
祭
り
と

重
な
ら
な
か
っ
た
為
、
大
勢
の
方
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
い
て
子
供
会
の
出
店
も
大

盛
況
で
し
た
。 

二
十
八
日
は
中
志
津
、
西
志
津
の
祭
り
と

重
な
っ
て
し
ま
い
私
達
も
苦
労
し
ま
し
た 

「
頑
張
る
ぞ
〜
」
「
お
〜
」
。
今
年
も
こ
の

掛
け
声
か
ら
、
少
年
野
球
チ
ー
ム
「南
志
津

ツ
イ
ン
ズ
」の
模
擬
店
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
ツ
イ
ン
ズ
の
子
供
た
ち
・
Ｏ
Ｂ
・
コ
ー
チ

陣
・保
護
者
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
る
ひ
と

時
で
す
。 
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七
月
十
四
日
の
盆
踊
り
練
習
日

は
、
台
風
の
余
波
で
ど
し
ゃ
ぶ
り
の

雨
の
中
、
中
村
鳳
紫
寛
先
生
の
ご
指

導
の
も
と
大
勢
の
大
人
も
子
供
も
楽

し
く
本
番
に
向
け
練
習
に
励
み
ま
し

た
。
不
安
定
な
天
候
が
続
い
た
為
、

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
盆
踊
り
大
会

の
２
日
間
は
、
す
ば
ら
し
い
天
候
に

恵
ま
れ
役
員
一
同
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま

し
た
。
大
会
初
日
は
予
想
以
上
の

方
々
が
盆
踊
り
に
興
じ
て
く
れ
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
上

志
津
中
学
校
の
ロ
ッ
ク
ン
ソ
ー
ラ
ン
、

「紅
雀
」
さ
ん
に
よ
る
和
太
鼓
の
曲
打

ち
、
中
原
造
園
様
他
大
勢
の
方
々
の

ご
協
力
に
よ
る
櫓
太
鼓
で
、
踊
り
も

最
高
潮
に
な
り
ま
し
た
。 

     

心
配
し
て
い
た
櫓
の
組
み
立
て
や
解

体
は
、
大
鳳
通
商
様
の
ご
協
力
（ク
レ

ー
ン
）
を
得
て
、
現
班
長
さ
ん
・
来
年

度
の
班
長
さ
ん
及
び
有
志
の
方
々

が
、
５
組
の
大
久
保
さ
ん
指
揮
の
下
、

懸
命
に
頑
張
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
又
、

前
年
度
盆
踊
り
部
長
の
、
益
子
さ
ん

の
ご
協
力
も
あ
り
が
た
い
も
の
で
し

た
。 

 

私
の
微
力
で
大
き
な
失
敗
小
さ
な

失
敗
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の

大
き
な
お
力
添
え
で
、
町
会
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
を
無
事
終
え
る
事
が
で

き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

更
に
、
景
品
の
一
部
と
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
南
原
一
班
の
藤
野
様

（
お
も
ち
ゃ
・小
物
）・南
十
組
の
鵜
澤

様 

（
コ
ッ
プ
製
品
）
か
ら
ご
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。 

皆
様
の
ご
協
力
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

盆
踊
り
部
長 

佐
藤 

秀
夫 

 

今年の盆踊り大会も大盛況で終
える事ができましたが、これも多くの

人々や企業・団体のご協力があって
の事でした。 最後になりましたが、
こうした方々をご紹介させて頂き、改
めて御礼を申し上げます。  
櫓設営指揮    大久保峯夫様 
櫓設営重機     大鳳通商様 
テント借用   藤野工務店様 

配線電気工事      吉田電設様 
櫓太鼓     中原様 高橋様 
           三橋様 生原様 

 長谷川３兄妹様 川口様 

盆踊りポスター   原子供会様 
盆踊り指導   中村 鳳紫寛様 

      中村鳳寛樹様 石原様 

交通整理     キングスターズ様 
駐車場提供       渡部鉄興様 

志津南クリニック様 

その他           双葉会様 
上志津消防団様 

中 央 フ ー ズ様 

前年度盆踊り部長益子様 

次年度班長の皆様 

本当にお世話になりました。 

男
の
ひ
と
い
き 

「物
忘
れ
」は
お
互
い
様 

マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
の
わ
れ
わ
れ
夫
婦

は
、
75
歳
と
71
歳
。
ち
か
ご
ろ
、
と
み

に
心
身
の
老
化
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。 

 

先
日
も
裸
に
な
っ
て
浴
室
に
入
り
、
ふ

た
を
あ
け
て
み
る
と
、
湯
船
に
湯
が
な
か

っ
た
の
で
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
妻
が
「朝
ご

は
ん
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
炊
飯
器

の
ふ
た
を
あ
け
る
と
、
お
米
が
水
に
つ
か

っ
た
ま
ま
で
し
た
。 

 

お
互
い
に
顔
を
見
合
わ
せ
て
笑
う
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

わ
ず
か
な
量
の

晩
酌
で
、
昨
夜

の
こ
と
が
思
い

出
せ
な
い
。 

ヤ
カ
ン
の
空
だ
き
を
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
二
つ
の
こ
と
を

同
時
に
す
る
の
を
避
け
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。 

 

そ
の
ほ
か
、
外
出
す
る
際
に
は
、
防
犯
、

安
全
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
鉄
道
マ
ン
の

よ
う
に
指
さ
し
確
認
を
実
行
し
て
い
ま

す
。
以
前
、
玄
関
に
カ
ギ
を
か
け
忘
れ
た

か
、
と
心
配
に
な
り
、
家
に
舞
い
戻
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

数
年
前
ま
で
は
夫
婦
と
も
に
、
お
互 

い
の
ミ
ス
を
と
が
め
だ
て
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
昨
今
は
、
相
身

互
い
の
気
持
ち
が
出
て
き
て
、
注
意
喚

起
す
る
程
度
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
お
互
い
の
物
忘
れ
を
防
止
す

る
方
法
と
し
て
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
予
定

を
書
き
入
れ
、
予
定
時
間
に
目
覚
ま
し

を
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 

あ
と
１
年
半
ほ
ど
で
50
回
目
の
結
婚

記
念
日
が
来
ま
す
の
で
、
せ
め
て
そ
れ
ま

で
は
無
病
息
災
で
い
た
い
も
の
で
す
。 

  

眠
り
は
記
憶
に 

欠
か
せ
な
い
？ 

 
 

昼
間
に
見

た
り
聞
い
た

り
し
た
情
報

は
、
眠
っ
て
い

る
間
に
整
理

し
て
蓄
え
ら

れ
る
、
と
言

わ
れ
ま
す
。 

だ
か
ら
睡
眠
は
学
習
に
と
っ
て
大
切
な

の
だ
と
。 

 

ネ
ズ
ミ
に
あ
る
こ
と
を
学
ば
せ
、
眠
っ

た
後
に
覚
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ

た
時
、
レ
ム
睡
眠
を
奪
う
と
覚
え
が
悪

か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
聞
く
と
、
睡
眠
は
記
憶
に
欠
か
せ
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

一
方
で
、
差
は
な
か
っ
た
と
い
う
報
告

も
あ
り
ま
す
。
今
度
は
「
何
だ
、
関
係

な
い
の
か
」と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

レ
ム
睡
眠
時
、
大
脳
の
血
流
は
盛
ん
で

す
。
覚
醒
時
を
上
回
る
場
所
も
あ
る
ほ

ど
で
す
。
眠
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、 

情
報
は
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
に
く
い
状
態

で
す
し
、
運
動
の
た
め
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
で
は
、
何
の
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

胎
児
は
、
レ
ム
睡
眠
時
に
脳
が
つ
く

ら
れ
ま
す
。
生
ま
れ
た
後
に
働
け
る

よ
う
準
備
を
す
る
の
で
す
。 

大
人
も
レ
ム
睡
眠
時
に
覚
醒
時
の

準
備
を
す
る
と
考
え
て
も
不
思
議
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
う
し
た
「
状
況
証
拠
」
の
積
み
重

ね
が
、
「入
力
さ
れ
た
情
報
の
編
集
作

業
を
レ
ム
睡
眠
の
間
に
し
て
い
る
」
と

い
う
推
理
に
つ
な
が
る
の
で
す
。 

た

だ
、
う
ま
く
眠
れ
な
い
と
編
集
作
業

に
影
響
す
る
の
は
必
至
で
し
ょ
う
。
翌

日
は
ボ
ー
ッ
と
し
て
情
報
の
入
力
も

ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。 

（井
上
昌
次
郎 

東
京
医
科
歯
科
大
名
誉
教
授
） 

             

編 

集 

後 

記 
 今年

の
盆
踊
り
大
会
は
梅
雨
明
け

宣
言
前
で
し
た
が
、
幸
い
天
気
に
恵
ま

れ
、
大
勢
の
方
の
協
力
や
参
加
に
よ
り

無
事
終
わ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

裏
方
の
写
真
係
と
し
て
は
、
日
本
の

夏
は
や
は
り
女
性
の
ゆ
か
た
と
う
ち

わ
か
な
と
お
も
い
ま
し
た
。 

又
「原
た
よ
り
」へ
の
ご
意
見
や
ご
感

想
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

広
報
係 

三
井 

お
知
ら
せ 

 

転 

入 

（上
志
津
原
へ
よ
う
こ
そ
） 

 

石
橋 

正
志
さ
ん 

玉
木
一
班 

４
月 

 

菊
池 

峰
弘
さ
ん 

玉
木
一
班 

５
月 

尚
、
前
号
で
ご
紹
介
し
た
塩
さ
ん

の
お
名
前
は
正
丈
さ
ん
で
し
た
。

所
属
班
は
で
き
た
ば
か
り
の
「
さ

く
ら
台
班
」
に
な
り
ま
す
。 

   

入
居
者
説
明
会
を
開
催 

  

八
紘
苑
北
側
に
新
団
地
（ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
上
志
津
原
）が
で
き
、
入
居
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
程
入
居
世
帯

が
過
半
数
を
超
え
ま
し
た
の
で
、
昨
年

の
光
ヶ
丘
・
栗
林
二
班
と
同
様
に
次
の

要
領
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

（主
催
…
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
） 

              

開
催
日
時
＝
８
月
19
日
（日
）
10
時
〜 

開
催
場
所
＝
は
ら
ト
ピ
ア 

説
明
内
容
＝
町
の
概
要
（
生
い
立
ち
や

自
治
会
の
仕
組
み
）・は
ら
ト
ピ
ア
利

用
の
仕
方
・子
供
会
等
の
紹
介
な
ど 

アットホームタウン上志津原 

資
料
配
布
＝
ﾊﾞｽ
時
刻
表
・病
院
案
内
等 

グ
ル
ー
プ
討
議
＝ 

こ
の
団
地
は
13
棟
あ
り
町
会
に
加
入

し
た
場
合
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
班
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
独
自
に
班
の
新
設
が

必
要
と
し
て 

①
班
の
名
称 

②
初
代
の

班
長 

を
決
め
る
グ
ル
ー
プ
討
議
を
お

願
い
し
ま
し
た
。 

             

討
議
は
ア
ッ
と
い
う
間
に
結
審
し
、
班

の
名
称
は
『
さ
く
ら
台
』
初
代
班
長
は

『横
山
周
次
さ
ん
』に
き
ま
り
ま
し
た
。 

こ
の
団
地
に
は
近
所
の
横
川
さ
ん
が

何
か
と
相
談
に
乗
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
時
の
事
前
説
明
が
良
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

尚
、
こ
の
説
明
会
に
は
最
近
越
さ
れ
て

き
た
他
の
地
域
の
世
帯
に
も
案
内
状
を
配

布
し
て
貰
い
ま
し
た
。(

２
世
帯
の
出
席) 

 

グループ討議の様子 

 現在空き地になっている此処
にも４棟建設されます。従っ
てこの一画は計１７世帯にな
ります。 


